
日本では「女性が男性にチョコレートを贈る」文化が浸透していますが、これは

1930年代にモロゾフ（株）の創業者が欧米の文化に影響を受けて提唱したことが
起源と言われています。
（余談ですが、翌月の「ホワイトデー」も日本発祥の文化です）

海外のバレンタインデーは「性別関係なく友達同士でプレゼントを贈り合う」「チョコのほかに、

お菓子や花、手紙などを贈る」「プレゼントではなく食事を楽しむ」など、国ごとに個性豊かな

文化がそれぞれ定着しています。

チョコレートの原料：カカオを生産している農園では、5～17歳の子どもが安い
賃金（無給の場合もあり）で「早朝から深夜まで働かされる」「有害な農薬・

肥料を防護無しで散布させられる」「鋭い刃物で枝や実を切ったり、重い収穫物を

運んだりさせられる」などの「児童労働」が未だ後を絶ちません。

（バナナや綿など、別の農作物・産業でも未だ発生しています。）

こうした重労働は子どもたちの人権を著しく侵害するだけではなく、身体の発育に重大な支障を

来たし、教育の機会を奪うなど、多くの悪影響を何世代も後まで及ぼし続けます。

そのため、チョコレートメーカー各社が生産途中で児童労働が起きぬよう対策を強化しています。

3世紀当時のローマ帝国は、兵士が皇帝を崇拝し、戦争に集中するようにさせるため、兵士たちの
結婚やキリスト教の信教を禁止していました。そんな中、キリスト教司祭バレンチノ（読み・表記

は複数あり）はこれに反対し、帝国からの迫害を受けつつも、兵士（時には敵同士でも）たちを

密かに結婚させていました。最終的に彼は処刑されてしまったのですが、その日が2月14日でした。
※諸説あり

引用

・（株）高島屋HP「日本のバレンタインデー文化を解説｜恋人や家族にプレゼントを贈ろう」
・（株）明治HP「バレンタインデーの起源と世界のバレンタイン事情をご紹介」（2021年12月24日）
・モロゾフ（株）「バレンタインとモロゾフについて」
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バレンタインデーの文化は国によって様々

チョコレートと児童労働

おいしく笑顔を分け合うために：FTCJの「チョコプロ」
こうした児童労働を根絶したり、開発途上国の貧困問題を

改善・解決したりするため、FTCJでは有志による寄付つき
チョコレートの販売プロジェクトを長年・毎年行って

います。毎年異なる有志メンバーがプロジェクトチームを

結成し、パッケージデザイン、梱包、イベントでの対面

販売などを担当しており、支援先も毎年異なっています。
詳細：https://ftcj.org/archives/tag/chocolate-project

https://www.takashimaya.co.jp/shopping/gift/story/A15970/A18001/
https://www.meiji.co.jp/hello-chocolate/culture/25.html
https://www.morozoff.co.jp/quality/valentine/
https://ftcj.org/archives/tag/chocolate-project

